
内
容
を
一
に
せ
る
も
の
で
、
歩
兵
、
騎
兵
、
磁
兵
、
及
び
糠
形
墨
・
、
灘
動

學
、
戦
法
學
、
及
び
歩
兵
、
騎
兵
、
磁
兵
の
戦
法
を
取
扱
っ
て
居
る
。

　「

C
上
攻
守
略
説
」
四
巻
鋤
の
申
巻
一
巻
二
は
「
海
上
翌
暁
姪
欝
（
安
政
元

年
刊
）
の
雀
二
十
七
、
二
十
八
に
當
る
も
の
で
、
蘭
…
入
髪
爾
飼
の
署
「
イ
ド

ダ
ラ
ア
ト
・
ベ
イ
・
ヘ
ソ
も
・
ヲ
ン
デ
ル
リ
ク
ト
・
イ
ン
・
デ
。
ゼ
エ
ア
ル
チ
ル

レ
リ
イ
し
の
あ
る
部
分
の
翻
…
鐸
で
あ
っ
て
、
海
錨
攻
守
の
事
を
取
扱
ひ
、
総

三
、
四
は
臆
ハ
の
原
講
未
詳
で
あ
る
が
、
誉
砦
造
法
其
の
種
類
等
が
取
扱
は

れ
て
る
る
。
本
書
の
見
出
は
極
め
て
不
完
全
の
爲
、
編
者
が
増
補
を
加
へ

た
爲
、
若
干
鷺
巻
と
鷺
山
を
異
し
た
の
も
止
む
を
響
ま
い
。
　
（
菊
到
、
上

巻
、
約
五
〇
〇
頁
、
慮
薦
版
一
四
、
附
紅
唇
〇
Q
中
魅
、
約
七
〇
〇
頁
、

爲
虞
版
四
、
附
段
飾
、
下
巻
、
約
四
三
〇
頁
、
窩
虞
版
八
、
附
圓
三
八
、

東
京
、
八
紘
會
護
行
、
非
費
晟
）
〔
田
中
）

○
日
英
交
通
史
之
研
究

武
　
藤
長
　
藏
著

　
「
吾
々
が
何
等
か
の
課
題
に
就
き
探
究
せ
ん
と
す
る
時
、
先
づ
爲
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
簸
は
、
其
に
醜
し
論
究
せ
る
書
籍
に
は
如
何
な
る
も
の
が
あ
る

か
を
知
る
事
で
あ
る
し
り

　
昭
和
三
年
十
一
月
御
大
典
記
念
號
と
し
て
、
長
崎
高
商
研
究
館
年
報

「
商
業
と
纏
濟
」
の
第
九
年
第
一
疑
に
、
臼
玉
交
通
史
料
（
一
）
を
初
め
て
掲

載
さ
れ
て
よ
り
十
年
の
永
き
に
亙
り
、
其
豊
か
な
る
語
學
の
智
識
を
充
分

に
活
用
、
日
英
交
通
史
の
研
究
に
專
弄
せ
ら
れ
て
今
践
に
、
其
間
の
業
績

を
更
め
て
「
臼
心
骨
通
史
之
研
究
」
と
し
て
億
に
問
ひ
、
且
後
學
の
吾
等
を

紹

介

教
示
さ
れ
ん
と
し
た
著
者
の
一
貫
し
て
攣
ら
ざ
る
研
究
の
態
度
は
著
漕
が

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
言
葉
と
し
て
引
用
さ
れ
た
る
上
記
の
語
に

悪
き
る
。
さ
れ
ば
、
第
一
羅
臼
総
出
通
史
概
翻
，
第
二
編
目
英
交
通
史
料
、

第
三
編
鼠
英
交
通
史
の
重
要
文
献
、
第
四
編
…
奮
（
倫
敦
）
蒲
鉾
度
禽
祉
と
我

國
と
の
交
通
貿
易
、
第
五
肥
薩
（
倫
敦
）
濃
印
度
愈
肚
と
我
國
と
の
交
通
貿

易
再
論
の
五
編
を
以
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
、
實
に
八
百
頁
に
重
ん
と
す
る

本
書
の
大
傘
は
、
日
英
交
通
史
1
特
に
初
期
の
…
に
關
流
す
る
凡
ゆ
る
史

料
並
に
著
書
の
紹
介
と
解
題
に
依
て
占
め
ら
れ
て
み
る
。
私
は
凡
そ
日
英

交
通
史
、
殊
に
初
期
の
其
に
面
す
る
物
は
、
其
關
聯
の
緊
密
と
儂
値
の
如

何
を
問
は
ず
、
能
ふ
る
限
り
に
於
て
殆
ん
ど
凡
て
牧
著
せ
ら
れ
、
而
も
一

々
冷
徹
な
る
精
讃
に
よ
る
解
題
に
欝
す
る
著
者
の
絶
大
な
る
努
力
に
封

し
、
先
づ
敬
意
を
表
さ
寧
る
を
得
な
い
。
｝
見
文
字
通
吻
の
概
槻
に
見
ゆ

る
か
の
如
き
第
一
編
日
英
交
通
史
概
湖
も
、
其
が
他
四
編
、
就
中
第
二
編

腿
英
交
通
史
料
に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
豊
寓
な
る
史
料
を
墓
礎
と
し
た
る
概

耀
で
あ
り
、
満
っ
て
署
渚
多
年
に
亙
る
研
鐙
の
結
果
の
精
粋
で
あ
る
を
知

る
時
、
兎
角
僅
少
貧
弱
な
る
史
料
を
得
て
早
急
、
直
ち
に
何
等
か
の
説
を

唱
へ
ん
と
し
易
き
菲
才
等
に
勤
す
る
好
き
戒
め
と
調
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
然
し
乍
ら
、
淺
學
の
身
を
以
て
借
越
を
敢
て
す
る
蛮
が
赦
さ
れ
る
な
ら

ば
、
私
が
本
書
に
依
て
幾
多
の
敏
示
を
受
け
た
る
後
抱
き
た
る
も
の
は
、

本
書
が
唯
一
の
課
題
の
下
に
著
書
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
と
は
謂
へ
、
其
は

要
す
る
に
著
者
が
虚
血
獲
表
せ
ら
れ
し
業
績
の
再
録
一
重
よ
り
樽
鍛
其
物

で
は
な
い
が
一
に
留
っ
て
、
其
虞
に
は
整
然
と
し
て
均
衡
を
保
て
る
論
理

膿
系
を
や
』
鮫
き
は
す
ま
い
か
と
謂
ふ
危
惧
で
あ
る
。
秩
序
の
敏
除
に
就

第
二
十
二
巻
　
第
四
難
　
　
八
一
一
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介

い
て
は
、
殊
に
第
二
編
段
莫
交
通
史
料
の
輯
録
に
於
て
其
感
を
深
か
ら
し

め
ら
れ
た
Q
重
書
は
飽
迄
著
書
で
あ
る
可
き
で
あ
っ
て
、
便
賞
酌
再
録
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
愚
考
さ
れ
る
。

　
然
し
私
の
本
書
に
封
ず
る
更
に
大
な
る
疑
問
は
、
歴
史
研
究
に
於
て

も
、
先
づ
爲
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
其
に
關
し
叙
述
論
究
せ
ら
れ
た
る
も

の
に
如
何
な
る
も
の
あ
り
ゃ
を
知
る
事
で
は
あ
っ
て
も
、
果
し
て
其
が
凡

て
壁
あ
ら
5
か
否
か
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
卑
見
に
依
れ
ば
、
其
は
要
す
る

に
腿
史
研
究
に
と
っ
て
も
一
つ
の
手
段
、
ツ
つ
の
不
可
端
的
一
件
で
は
あ

っ
て
も
、
決
し
て
終
局
の
目
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
第
一
縞
…
の
下
灘
に

依
て
も
窺
知
し
得
る
如
く
、
著
者
の
態
度
竜
亦
明
に
さ
5
と
拝
察
さ
れ
る

が
、
而
も
欝
若
干
の
疑
問
を
抱
か
し
め
る
程
に
、
三
者
最
大
の
努
力
は
、

日
英
交
通
史
に
關
聯
あ
る
も
の
は
細
大
洩
さ
ず
渉
撫
且
解
説
す
る
事
に
費

さ
れ
た
る
か
の
感
を
　
覚
え
し
め
る
の
で
あ
る
Q

　
然
し
以
上
は
、
決
し
て
太
書
の
虞
儂
を
損
ふ
も
の
で
は
な
く
、
「
，
史
學
雑

誌
」
第
四
十
入
編
第
九
號
の
小
野
氏
、
「
歴
史
學
研
究
し
第
七
巻
第
六
號
の

下
村
氏
等
の
本
書
に
…
封
ず
る
高
評
の
如
く
、
著
嚢
に
依
る
新
な
る
見
解
…
、

新
な
る
史
實
の
再
見
並
に
貴
重
な
る
諸
史
料
の
紹
介
等
は
、
碧
渚
の
撹
ま

ざ
る
研
鐙
の
輝
け
る
業
績
を
し
て
、
更
に
光
彩
を
放
た
し
め
る
竜
の
と
謂

ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

　
題
し
て
「
臼
英
交
通
史
要
研
究
」
と
謂
ふ
Q
繭
も
其
は
初
期
の
其
に
全
力

を
傾
倒
せ
ら
れ
た
。
然
し
乍
ら
、
臼
莫
交
逓
の
貢
要
性
は
寧
ろ
、
十
九
世

紀
後
牟
、
脚
ち
幕
末
鵬
國
以
降
に
存
す
る
Q
灌
學
菲
才
を
顧
ざ
る
妄
許
を

謝
し
つ
」
、
著
者
の
釜
々
健
筆
と
其
鋭
き
研
究
の
眼
を
斯
る
分
野
に
も
及

舞
ご
十
二
巻
館
四
號
八
二

ぼ
さ
れ
、
吾
々
を
啓
蒙
指
導
せ
ら
れ
ん
黙
を
鍵
ん
で
已
ま
な
い
表
で
あ

る
。
（
内
外
出
版
贈
主
檬
角
逐
駐
獲
行
、
定
償
六
圓
五
拾
銭
）
〔
西
井
克
己
〕

○
英
國
乱
射
経
濟
史
　
封
建
靴
會矢

口
孝
次
郎
著

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
初
頭
に
か
け
て
競
紅
海
動
の
波
が
吾
園
に
竜
、
押

寄
せ
、
耽
曾
問
題
・
子
下
問
題
が
人
々
の
注
意
の
す
べ
て
を
占
め
た
時
、

吾
國
の
愛
學
思
想
も
ま
た
前
代
の
そ
れ
に
馴
し
て
一
の
韓
圓
を
完
成
し

た
。
大
正
中
期
の
所
謂
「
昂
揚
期
し
を
背
景
と
し
て
さ
か
え
た
「
文
化
史
離
・

涙
」
に
代
っ
て
、
い
は
ゆ
る
「
旧
盆
纏
旧
史
學
涙
に
が
そ
の
隆
盛
を
見
出
し

た
の
は
、
か
㌧
る
雰
園
田
の
中
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
既
の
時
以
來
、
種

々
の
総
噸
縄
濟
蕉
門
係
の
書
物
、
或
は
斯
く
の
如
き
蓑
題
を
冠
し
た
難
誌

や
叢
書
の
類
の
刊
行
が
一
の
流
行
と
な
っ
た
観
さ
へ
あ
り
、
從
っ
て
現
在

村山

ﾐ
を
學
ぶ
吾
々
に
毒
し
て
、
少
く
と
も
量
的
に
見
て
最
も
多
く
の
直
接

的
澱
蓬
が
此
の
方
面
に
於
い
て
残
さ
れ
て
み
る
課
で
あ
る
。
既
の
渡
淺
を

如
何
に
綴
厳
し
、
如
何
に
獲
賀
せ
し
め
る
か
は
、
專
ら
現
在
の
及
び
今
後

の
吾
々
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

然
し
、
一
口
に
「
馳
藩
論
濟
史
」
と
云
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
蒐
別
さ
る
べ
き
二

つ
の
立
場
が
含
ま
れ
て
み
る
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
〇
一
は
、

勲
會
の
纏
濟
過
程
の
み
を
劉
象
と
す
る
云
ほ
“
部
．
分
史
的
立
場
で
あ
り
、

他
は
、
か
N
る
纏
煮
端
程
の
分
析
を
通
じ
て
當
該
耽
會
全
篇
の
構
造
的
聯

關…

�
c
握
し
、
之
に
よ
っ
て
各
時
代
に
閲
有
な
文
化
の
性
格
の
理
解
に
遽

ま
与
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
今
吾
々
が
こ
」
に
紹
介
し
や
う
と
す
る
、
騰
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